
 

 

資料 4-2 

小児支援体制整備事業（平成 25 年度）について 
 

(1)目的 

神栖市における有機ヒ素（ジフェニルアルシン酸（以下「DPAA」）汚染に伴う医療手帳交付者のう

ち、DPAA による発達面他への影響が懸念され、成長過程にあることから今後多様な環境変化も予見さ

れる小児について、医療・教育・発達・福祉など多角的に問題の有無を探り、一人ひとりの成長過程

に応じた支援を行う。 

 

 (2)実施状況 

医療手帳交付を受けた１５歳以下の者のうち，親権者又は未成年後見人からの申請があった６ケースに対して，

支援調整基本台帳を作成、及び小児支援調整検討会議、小児支援調整実務者会で要支援の判定、支援方

針等を検討し、関係機関との支援体制を整えた。また、親権者から支援計画書の承諾を得て、小児及び家族の

支援を行った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  対 象 者 

医療手帳を交付された小児（15 歳以下） 
 

※親権者又は未成年後見人から申請があり、 

本事業の対象とすることが適当と判断された方 

 

関 係 機 関 等 

保健・福祉分野： 市 

教育分野    ： 市教委、小、中学校      

             特別支援学校  

医療機関     ： 主治医 

※親権者、未成年後見人を含む 

支援計画の 

説明（承諾） 

支援実施 

に係る調整 

（支援基本台帳） 

（支援方針） 

（支援計画書） 

支援実施に係る

記録の取りまとめ 

支援実施に係る記録 

小児支援調整実務者会議 

開催日 ： 第１回 平成２５年 ７月２３日 

第２回 平成２６年 ２月２７日 

構成員 ： 座長が指名する構成員 

支援調整検討会議で選出した

支援関係者 

内 容 

○支援方針に基づく次の事項を検討 

  ・支援内容の分析、管理 

  ・支援計画書の作成 

  ・その他支援に必要な事項 

    

小児支援調整検討会議 

開催日 ： 第１回 平成２６年 ２月２７日 

 

構成員 ： 有識者 

内 容 

○支援基本台帳を基に次の事項を検討 

 ・支援の要否に係る意見 

 ・事業対象者への支援方針 

 ・本会議で決定可能な具体的支援内容 

 ・支援調整会議出席者（機関） 

 ・実施された支援の評価 

 

事 務 局 

・支援基本台帳の作成等 

健康・発達・教育・日常生活等の現況につい

て、家族、主治医、担任教諭など関係者の意見を

集約し作成 

・支援計画書の説明（承諾） 

・支援実施に係る関係機関調整 

・支援実施に係る記録 

支援 

相談 


